
(57)【要約】

【課題】スパーク放電式発光分光分析方法を用いて、金

属材料中に存在する介在物組成を迅速に定量分析する方

法に関する。

【解決手段】金属試料と対電極との間でスパーク放電を

飛ばし、そこから得られる各元素の発光強度から金属試

料中に存在する介在物を測定する際、スパーク放電毎に

得られる発光スペクトル強度線の強度値をマトリックス

元素の強度で割った強度比を用いて、予め設定している

放電時間で各元素の地金部分と非金属介在物起因の異常

に高い強度比に分割して求め、該当非金属介在物分の強

度比から予め標準試料で求めた強度比と組成との検量線

に基づき組成に変換し、この操作を各元素毎に行い、非

金属介在物組成を求めることを特徴とする金属試料中非

金属介在物組成測定方法である。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 発 光 分 光 分 析 装 置 を 用 い て 不 活 性 ガ ス 雰 囲 気 中 で 、 金 属 試 料 と 対 電 極 と の 間 で ス パ ー ク
放 電 を 飛 ば し 、 そ こ か ら 得 ら れ る 各 元 素 の 発 光 強 度 か ら 金 属 試 料 中 に 存 在 す る 介 在 物 を 測
定 す る 方 法 で あ っ て 、 予 め 、 金 属 材 料 に 含 ま れ る 介 在 物 の 組 成 が 分 析 さ れ て 既 知 に な っ て
い る サ ン プ ル を 標 準 試 料 と し て 用 い 、 ス パ ー ク 放 電 毎 に 得 ら れ る 該 標 準 試 料 中 の 介 在 物 形
成 元 素 の 固 有 ス ペ ク ト ル 強 度 を マ ト リ ク ス 元 素 の ス ペ ク ト ル 強 度 で 割 り 求 め た 強 度 比 か ら
、 各 元 素 毎 に 介 在 物 の 組 成 と 強 度 比 と の 関 係 を 求 め て お き 、 そ れ ら の 関 係 か ら 、 対 象 と す
る 金 属 材 料 に お い て 測 定 さ れ る 、 介 在 物 起 因 で 起 こ る 固 有 ス ペ ク ト ル 強 度 か ら 求 め た 強 度
比 を 、 各 元 素 の 組 成 に 換 算 す る こ と に よ り 、 金 属 材 料 中 の 介 在 物 の 組 成 を 定 量 分 析 す る こ
と を 特 徴 と す る 発 光 分 光 分 析 法 に よ る 金 属 材 料 中 の 介 在 物 の 分 析 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 標 準 試 料 と し て 金 属 材 料 中 の 介 在 物 の 組 成 を エ ネ ル ギ ー 分 散 型 分 析 装 置 ま た は 波 長 分 散
型 分 析 装 置 に よ り 求 め る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 分 析 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 標 準 試 料 と し て の 金 属 材 料 中 の 介 在 物 の 組 成 を 化 学 抽 出 法 に よ り 抽 出 し 、 化 学 分 析 に よ
り そ の 組 成 を 求 め る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 分 析 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 測 定 す る 介 在 物 の 元 素 は 、 O、 N、 S、 Al、 Si、 Ca、 Mn、 Cr、 Ti、 Mg、 Zrで あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か 1つ に 記 載 の 分 析 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 標 準 試 料 と し て 、 介 在 物 の 組 成 が 異 な る 10～ 400個 の サ ン プ ル を 用 い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か 1つ に 記 載 の 分 析 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 測 定 対 象 と す る 金 属 材 料 は 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 Fe-Ni合 金 、 Ni基 合 金 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か 1つ に 記 載 の 分 析 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 発 光 分 光 分 析 法 を 利 用 し て 金 属 材 料 中 の 非 金 属 介 在 物 の 組 成 を 定 量 分 析 す る
も の で あ り 、 特 に 、 上 工 程 で の 事 前 介 在 物 組 成 の 把 握 に よ る 金 属 材 料 の 品 質 管 理 、 工 程 変
更 の た め の 試 験 、 及 び 検 査 に 有 用 な 発 光 分 光 分 析 法 に 係 わ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ス テ ン レ ス 鋼 中 に は 、 種 々 の 介 在 物 が 存 在 し て お り 、 そ れ ら の 介 在 物 の 組 成 は 製 品 の 品
質 に 大 き く 影 響 す る た め 、 当 該 組 成 を 定 量 し 、 評 価 す る こ と は 重 要 で あ る 。 例 え ば 、 ス テ
ン レ ス 鋼 中 に Al 2 O 3 -MgOか ら な る ス ピ ネ ル 系 介 在 物 が 多 数 存 在 す れ ば 、 圧 延 時 に そ れ を 起
因 と し た 割 れ や 、 疵 が 生 じ 易 く 、 該 当 製 品 の 品 質 が 悪 化 す る 。 そ の た め 、 金 属 材 料 中 の 非
金 属 介 在 物 の 組 成 を 把 握 し 、 評 価 す る 必 要 が あ る 。 こ こ で の 「 金 属 材 料 」 と は 、 合 金 塊 、
合 金 ス ラ ブ 又 は 合 金 板 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 金 属 材 料 中 の 非 金 属 介 在 物 の 評 価 方 法 と し て は 顕 微 鏡 試 験 方 法 が 多 用 さ れ て お り 、 JIS 
G 0555に 規 定 さ れ る 標 準 図 を 用 い た 評 価 法 や 点 算 法 に よ る 清 浄 度 評 価 法 が あ る 。 こ れ ら の
方 法 は 、 金 属 試 験 片 表 面 を 研 磨 し 、 顕 微 鏡 で 観 察 す る も の で あ る が 、 前 処 理 で あ る 試 料 の
切 り 出 し 、 研 磨 か ら 測 定 ま で に 数 時 間 ほ ど 要 し 、 迅 速 性 に 欠 け る と 共 に 、 顕 微 鏡 に よ る 検
査 で あ る た め 介 在 物 組 成 の 識 別 が 困 難 で あ り 、 熟 練 が 必 要 と い う 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 別 の 方 法 と し て 、 ハ ロ ゲ ン 溶 解 法 や 酸 分 解 法 等 の 化 学 抽 出 法 を 用 い て 介 在 物 を 金
属 材 料 中 か ら 抽 出 し 、 そ の 後 、 抽 出 し た 非 金 属 介 在 物 を 評 価 す る 方 法 も あ る 。 し か し な が
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ら 、 こ の 方 法 は 、 試 料 の 溶 解 に 時 間 を 要 す る た め に 迅 速 性 に 欠 け 、 介 在 物 の 形 態 に よ っ て
は 抽 出 で き ず 溶 解 し て し ま う 欠 点 も あ る 。 さ ら に 、 走 査 電 子 顕 微 鏡 （ SEM） に て 観 察 し 、
エ ネ ル ギ ー 分 散 型 分 析 装 置 （ EDS） を 用 い て 金 属 材 料 中 の 介 在 物 を 分 析 す る と い う 方 法 も
あ る が 、 こ の 方 法 も 、 機 器 の 操 作 や 各 種 演 算 処 理 が 複 雑 で 、 ま た 、 試 料 の 前 処 理 に も 時 間
が か か り 、 迅 速 性 に 欠 け 、 迅 速 に 金 属 試 験 片 の 介 在 物 を 評 価 す る こ と は で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 金 属 材 料 中 の 介 在 物 を 迅 速 に 評 価 す る 方 法 と し て 、 発 光 分 光 分 析 法 を 利 用 し た
金 属 材 料 中 の 介 在 物 の 測 定 方 法 が い く つ か 提 案 さ れ て い る 。 こ れ ら は 、 介 在 物 の 粒 径 測 定
に よ る 粒 度 分 布 測 定 、 組 成 同 定 、 含 有 量 測 定 の 方 法 で あ る 。 （ 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ ）
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 こ れ ま で に 提 案 さ れ て き た 発 光 分 光 分 析 方 法 は 、 金 属 試 料 と 対 電 極 と の
間 で ス パ ー ク 放 電 を 飛 ば し 、 励 起 光 を 分 光 し 、 含 有 元 素 の そ れ ぞ れ の ス ペ ク ト ル 波 長 及 び
強 度 か ら 介 在 物 の 組 成 を 定 性 的 に 測 定 す る も の で あ っ た り 、 金 属 試 料 中 に お け る 該 当 介 在
物 の 含 有 量 を 求 め る も の で あ っ た 。 こ れ ら の 方 法 で は 、 ス ペ ク ト ル 強 度 か ら 介 在 物 の 組 成
を 定 性 的 に 求 め る こ と は で き て も 、 定 量 的 に 測 定 す る こ と は で き な か っ た 。
　 こ こ で の 「 金 属 試 料 」 と は 、 測 定 す る 際 、 試 料 調 整 を 施 し た 試 験 片 を 意 味 す る 。
　 こ こ で 、 「 介 在 物 の 組 成 」 と は 、 金 属 材 料 中 に 存 在 す る 介 在 物 を 構 成 す る 非 金 属 化 合 物
の 組 成 割 合 （ mass％ ） を 意 味 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ４ ３ １ ５ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ９ － ４ ３ １ ５ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 ス パ ー ク 放 電 式 発 光 分 光 分 析 方 法 を 用 い て 、 金 属 材 料 中 に 存 在 す る 介 在 物 の
組 成 を 迅 速 に 定 量 分 析 す る 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 本 発 明 で は 、 金 属 試 料 と 対 電 極 と の 間 で 一 定 の 放 電 回 数 の ス パ
ー ク 放 電 を 飛 ば し 、 そ こ か ら 得 ら れ る 各 元 素 の 発 光 強 度 か ら 金 属 試 料 中 に 存 在 す る 介 在 物
を 測 定 す る 際 、 ス パ ー ク 放 電 毎 に 得 ら れ る 発 光 ス ペ ク ト ル 強 度 線 の 強 度 値 を マ ト リ ッ ク ス
元 素 の 強 度 値 で 割 っ た 強 度 比 を 用 い て 、 各 元 素 の 固 溶 体 部 分 と 非 金 属 介 在 物 起 因 の 異 常 に
高 い 強 度 比 に 分 割 し て 求 め 、 当 該 非 金 属 介 在 物 分 の 強 度 比 を 、 予 め 標 準 試 料 で 求 め た 強 度
比 と 組 成 と の 関 係 か ら 求 め ら れ る 検 量 線 に 基 づ き 組 成 に 変 換 し 、 こ の 操 作 を 各 元 素 毎 に 行
い 、 非 金 属 介 在 物 の 組 成 を 求 め る こ と を 特 徴 と す る 金 属 試 料 中 の 非 金 属 介 在 物 組 成 測 定 方
法 で あ る 。 強 度 比 を 採 用 す る の は 、 1パ ル ス 毎 の ス ペ ク ト ル 強 度 の ば ら つ き を 補 正 す る た
め で あ り 、 地 金 部 分 の 値 の ば ら つ き が 少 な く な る の で 、 介 在 物 に よ る 異 常 発 光 ス ペ ク ト ル
が 精 度 良 く 判 定 で き る 。
　 な お 、 本 発 明 で は 、 金 属 材 料 中 の 非 金 属 介 在 物 構 成 元 素 の う ち 、 非 金 属 元 素 が 酸 素 ま た
は 窒 素 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 内 容 を 説 明 す る 。 金 属 試 料 中 の 非 金 属 介 在 物 は 、 エ ネ ル ギ ー 分 散 型 分 析
装 置 （ EDS） も し く は 波 長 分 散 型 分 析 装 置 （ EPMA） に よ り 、 そ の 組 成 を 求 め 、 ス パ ー ク 放
電 式 発 光 分 光 分 析 方 法 に よ る 当 該 非 金 属 介 在 物 分 の 強 度 比 か ら 、 非 金 属 介 在 物 組 成 を 求 め
る こ と が 可 能 か を 調 査 し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ス パ ー ク 放 電 式 発 光 分 光 分 析 方 法 は 、 金 属 試 料 中 の 多 元 素 同 時 分 析 が 可 能 な 分 析 方 法 で
あ る 。 一 般 に 、 こ の 方 法 で は 、 金 属 試 料 の 中 の 各 元 素 の 平 均 含 有 量 を 定 量 す る こ と に 用 い
ら れ て い る 。 ス パ ー ク 放 電 に よ り 発 光 し た 各 元 素 か ら の 発 光 ス ペ ク ト ル 強 度 線 の 強 度 値 を
マ ト リ ッ ク ス 元 素 の 発 光 ス ペ ク ト ル 強 度 線 の 強 度 値 で 割 り 求 め た 強 度 比 の う ち 異 常 に 高 い
強 度 比 は 、 ス パ ー ク 放 電 が マ ト リ ッ ク ス 元 素 と 非 金 属 介 在 物 と で 選 択 的 な 放 電 を 起 こ す た
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め で あ る と 考 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 、 発 光 分 光 分 析 に よ っ て 得 ら れ た 介 在 物 形 成 元 素 の 発 光 強 度 比 を 放 電 順 に 並 べ た
も の で あ る 。 な お 、 金 属 試 料 は SUS304ス テ ン レ ス 鋼 の 連 続 鋳 造 ス ラ ブ か ら 切 り 出 し た サ ン
プ ル で あ る 。 図 １ よ り 、 介 在 物 を 構 成 す る 各 元 素 毎 に 介 在 物 起 因 の 異 常 発 光 が 認 め ら れ る
。 ま た 、 複 合 介 在 物 が 存 在 し た 場 合 に は 、 同 時 に 複 数 の 元 素 に お い て 異 常 発 光 が 起 き て い
る こ と も わ か る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ れ よ り 、 介 在 物 形 成 元 素 に お い て 発 光 ス ペ ク ト ル 強 度 線 の 強 度 値 を マ ト リ ッ ク ス 元 素
の 発 光 ス ペ ク ト ル 強 度 線 の 強 度 値 で 割 り 求 め た 強 度 比 を 用 い て 、 し き い 値 を 設 け 非 金 属 介
在 物 部 分 と そ れ 以 外 の 部 分 に 分 け 、 介 在 物 起 因 の ス ペ ク ト ル 強 度 比 を 抽 出 し 、 そ の 値 か ら
非 金 属 介 在 物 の 組 成 を 求 め る こ と が 可 能 と 考 え た 。 な お 、 図 １ に て 介 在 物 に よ る 異 常 発 光
と 認 識 さ れ る ピ ー ク は 、 30点 ほ ど で あ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 の 方 法 で は 数 十 点 の 介 在 物 を
2～ 5分 ほ ど の 時 間 で 測 定 で き る 。 一 方 、 従 来 の EDSに よ る 測 定 で は 、 10点 を 測 定 す る の に
約 １ 時 間 を 必 要 と す る こ と か ら 、 本 発 明 の 方 法 で は 、 よ り 多 く の 介 在 物 を 短 時 間 に 測 定 す
る こ と が 可 能 で あ る 。 そ の た め 、 よ り 真 値 に 近 い 、 す な わ ち 代 表 値 と し て 、 よ り ふ さ わ し
い 値 を 求 め る こ と が 可 能 と い え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 予 め EDSに よ り 金 属 試 料 中 の 非 金 属 介 在 物 を 分 析 し た 標 準 試 料 に お い て ス パ ー ク
放 電 を 行 い 、 各 元 素 か ら 異 常 に 高 い ス ペ ク ト ル 強 度 比 を 抽 出 し 、 得 ら れ た 強 度 比 の 積 分 値
に 、 下 記 (式 １ )で 表 さ れ る 各 金 属 元 素 の 酸 化 物 へ の 換 算 係 数
[式 １ ]
　
　
　
　
　
　
　
　
を 乗 じ た 値 （ 異 常 発 光 の 強 度 比 ） と 、 EDSに よ る 分 析 に よ り 得 ら れ た 酸 化 物 濃 度 の 測 定 値
（ mass％ ） と の 関 係 を 図 ２ に 示 す 。 な お 、 介 在 物 が 窒 化 物 の 場 合 は 、 式 １ の Ｏ を Ｎ に 置 き
換 え れ ば よ い 。
　 標 準 試 料 と し て は 、 地 金 部 分 が 同 じ で 介 在 物 の 組 成 が 異 な る 金 属 材 料 を サ ン プ ル と し て
用 い る 。 ま た 、 精 度 の 高 い 検 量 線 を 作 成 す る た め に は で き る だ け 多 く の 標 準 試 料 を 用 い る
必 要 が あ り 、 10個 ～ 400個 程 度 の サ ン プ ル を 用 い る こ と が 望 ま し い 。 下 限 を 10個 と し た 理
由 は 、 10個 未 満 で は 検 量 線 の 精 度 が 十 分 に 得 ら れ な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ よ り 、 EDSに よ る 分 析 結 果 と 、 発 光 分 光 分 析 に よ る 結 果 と の 間 に 相 関 関 係 が あ る こ
と が わ か り 、 こ れ ら の 検 量 線 よ り サ ン プ ル と 同 じ 測 定 条 件 で 発 光 分 光 分 析 を 行 え ば 、 非 金
属 介 在 物 の 組 成 を 求 め る こ と が で き る こ と を 見 出 し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 金 属 試 料 中 の 非 金 属 介 在 物 の 組 成 を 迅 速 か つ 精 度 良 く 測 定 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 本 発 明 に よ り 非 金 属 介 在 物 の 組 成 を 求 め る こ と で 、 分 析 業 務 の 効 率 化 、 測
定 結 果 の 製 造 へ の フ ィ ー ド バ ッ ク に よ る 歩 留 り 向 上 、 製 造 コ ス ト 低 減 に 大 き な 効 果 が あ る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 図 ３ は 、 本 発 明 に よ り 金 属 試 料 中 の 非 金 属 介 在 物 の 組 成
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を 測 定 し た ス パ ー ク 放 電 式 発 光 分 光 分 析 装 置 の 構 成 図 で あ る 。 装 置 は 、 ス パ ー ク 放 電 を 飛
ば し 、 金 属 試 料 を 励 起 さ せ る 発 光 部 と 、 励 起 光 を 各 元 素 固 有 の ス ペ ク ト ル 線 に 分 光 す る 回
折 格 子 、 各 元 素 毎 に ス ペ ク ト ル 線 を 検 出 す る 光 電 子 増 倍 管 （ ホ ト マ ル ） か ら な る 分 光 部 、
ス ペ ク ト ル 線 を 電 流 値 に 変 換 し て 測 定 を 行 う 測 光 部 、 ス ペ ク ト ル 線 の 強 度 値 か ら 非 金 属 介
在 物 の 組 成 を 求 め る 演 算 処 理 装 置 と で 構 成 さ れ る 。 こ こ で は 、 Al 2 O 3 、 CaO、 MgO、 MnO、 Si
O 2 か ら 構 成 さ れ る 非 金 属 介 在 物 を 測 定 し た 例 で 、 実 施 の 形 態 を 説 明 す る こ と と し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま ず 、 試 料 と 対 電 極 の 間 で 5000回 ス パ ー ク 放 電 を 飛 ば し 、 ス パ ー ク 放 電 毎 の 発 光 を 分 光
し た ス ペ ク ト ル 線 を 分 光 器 で 検 出 し 、 各 元 素 の ス ペ ク ト ル 強 度 線 を 測 光 す る 。 そ の 際 、 発
光 ス ペ ク ト ル 強 度 線 の 強 度 値 を マ ト リ ッ ク ス 元 素 の 発 光 ス ペ ク ト ル 強 度 線 の 強 度 値 で 割 り
求 め た 強 度 比 の う ち 異 常 に 高 い 強 度 比 を 介 在 物 起 因 の 異 常 発 光 に よ る も の と 見 な し て 、 し
き い 値 を 用 い て 、 各 ス パ ー ク 放 電 毎 に 異 常 発 光 に よ る 強 度 比 と そ れ 以 外 の 強 度 比 と に 分 け
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 当 該 元 素 の 強 度 比 か ら 求 め た 値 が 異 常 発 光 に よ る 強 度 比 の 場 合 に は 、 演 算 処 理 装 置 に お
い て 、 ス ペ ク ト ル 強 度 比 を と り 、 そ れ ら 強 度 比 の 積 分 値 を 、 予 め 設 定 し た 介 在 物 組 成 と ス
ペ ク ト ル 強 度 比 と の 検 量 線 よ り 、 非 金 属 介 在 物 の 組 成 に 変 換 を 行 う 。 介 在 物 の 組 成 と 異 常
発 光 に よ る 強 度 比 と の 検 量 線 は 各 元 素 毎 に 作 成 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 SUS304ス テ ン レ ス 鋼 ， Fe-36%Ni合 金 ， PC（ パ ー マ ロ イ C） 合 金 を 対 象 と し て 測 定 し た 例
を 説 明 す る 。 な お 、 試 験 片 は 、 電 気 炉 で 原 料 を 溶 解 し 、 AOD及 び ／ ま た は VODに て 、 脱 炭 、
Cr還 元 （ SUS304ス テ ン レ ス 鋼 の み ） 、 脱 酸 、 脱 硫 し 、 最 終 的 に 連 続 鋳 造 機 で 鋳 造 し て 得 た
ス ラ ブ か ら 切 り 出 し た 。
　 ［ 表 １ ］ に 、 本 発 明 及 び EDSに よ る 測 定 時 間 を 比 較 し て 示 す 。 表 か ら わ か る よ う に 、 本
発 明 の 方 法 に よ れ ば 、 前 処 理 か ら 分 析 を 含 め て も 、 １ 試 料 10分 程 度 で 分 析 を 行 う こ と が で
き た 。 一 方 、 比 較 例 と し て 示 し た EDSを 用 い た 介 在 物 の 組 成 の 定 量 方 法 で は 、 １ 試 料 に か
か る 時 間 は 、 前 処 理 及 び 分 析 で ３ ～ 4時 間 を 要 し て い た 。
　 な お 、 本 測 定 は ５ μ ｍ 以 上 の 介 在 物 を 対 象 と し た 。
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ０ 】
［ 表 ２ ］ は 実 際 に 、 異 な る 10チ ャ ー ジ の SUS304ス テ ン レ ス 鋼 の ス ラ ブ に つ い て 測 定 し た 結
果 を 示 す 。 こ の よ う に 、 ス ラ ブ 中 に 存 在 す る 介 在 物 の 組 成 が 、 定 量 的 に 、 か つ 迅 速 に 得 ら
れ る た め 、 こ れ ら の 値 を 用 い て 、 迅 速 な 品 質 管 理 が 可 能 に な る 。

【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 ［ 表 １ ］ に お い て 、 ス ラ ブ 片 と は 200mm厚 × 750～ 1600mm幅 × 6～ 10ｍ の 長 さ の ス
ラ ブ か ら 、 コ ー ナ ー 部 分 を 一 部 溶 断 し た 鋼 塊 で あ り 、 サ イ ズ は 200mm× 70mm× 70ｍ ｍ 程 度
の も の で あ る 。
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　 ま た 、 実 施 例 に 示 し た 金 属 材 料 の 概 略 の 化 学 成 分 は 、 下 記 の 通 り で あ る 。
SUS304ス テ ン レ ス 鋼 ： Fe-18％ Cr-8%Ni-0.5%Si-1%Mn
Fe-36％ Ni合 金 ： Fe-36%Ni-0.04％ Si-0.3%Mn
PC合 金 ： Ni-4%Mo-5%Cu-13%Fe
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 非 金 属 介 在 物 組 成 を 求 め る の に 要 し た 時 間 は 、 EDSや 他 の 分 析 方 法 に 比 べ 本 発 明
で は 著 し く 短 い 。 な お 、 本 実 施 例 で は 対 象 元 素 を Al、 Ca、 Mg、 Mn、 Si、 Oと し て い る が 、
そ の 他 N、 S、 Cr、 Ti、 Zrに つ い て も 検 量 線 を 用 い る こ と に よ り 対 象 と す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 介 在 物 に 含 ま れ る 各 元 素 の 発 光 強 度 比 を 示 し た 図
【 図 ２ 】 各 元 素 の 発 光 分 析 の 強 度 比 か ら の 値 と 非 金 属 介 在 物 の 組 成 の 関 係 図 を 示 す 図
【 図 ３ 】 ス パ ー ク 放 電 式 発 光 分 光 分 析 装 置 模 式 図
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【 図 ３ 】
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